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４．お茶の消費動向①

○ 緑茶の消費量について、緑茶（リーフ茶）は減少傾向で推移。緑茶飲料は増加傾向で推移。
○ 緑茶（リーフ茶）と茶飲料の１世帯当たりの年間支出金額は、リーフ茶は減少傾向である

一方、茶飲料は増加している。合計金額は11,000円程度で近年横ばい。

【１世帯当たりのリーフ茶消費量の推移】

資料：総務省家計調査

【１世帯当たりの緑茶・茶飲料の年間支出金額】

【清涼飲料等の消費量の推移】 【年齢別の緑茶と茶飲料の消費動向（令和４年）】

資料：総務省家計調査

資料：総務省家計調査

資料：(一社)全国清涼飲料連合会、総務省人口推計

平成19年以降、茶飲料の消費支
出額が緑茶のそれを上回る。
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〇 茶の卸・小売事業者に対し、令和４年12月末時点の荒茶在庫量及び令和５年産一番茶の荒茶
仕入れ見込みについて調査を実施。

〇 回答のあった事業者の在庫量又は仕入量を考慮の上、集計したところ以下のとおりとなった。

・在庫量は昨年同期比で「減少」が６割弱、「増加」が４割、「昨年と同程度」が３％

・一番茶の荒茶仕入れ見込量は「昨年と同程度」が６割強、昨年より「減少」が３割強、「増加」が２％

５．お茶の消費動向②

○令和４年12月末時点の荒茶在庫量
（令和３年12月末時点との比較）

○令和５年産一番茶の荒茶仕入れ見込
（令和４年産との比較）

「令和５年産一番茶の荒茶仕入れ見込の
回答割合」において、「３割以上増」
及び「３割以上減」とした回答につい
ては、数値の処理上０％未満となった
ため、グラフには表示されていない。

資料：果樹・茶グループ調べ
全国茶商工業協同組合連合会、全国茶生産団体連合会等を通じた事業者へのアンケート調査結果から、
有効回答（在庫量：44件、仕入見込量52件）を 集計。回答者の荒茶仕入量の合計は、R4年の荒茶生産量の約57％。

※ 集計に当たっては、各回答があった事業者の数を単純にカウントするのではなく、各事業者の在庫量又は仕入れ量により重みづけを行った。具体的には、

・在庫量調査においては、「３割以上減」、「２割減」等の各回答階級毎に当該回答をした事業者の令和４年12月末時点の荒茶在庫量を合計し、全体の在庫量に対する割
合を算出

・仕入れ見込み調査においては、「２割増」、「１割増」等の各回答階級毎に当該回答をした事業者の令和４年の荒茶仕入れ量を合計し、全体の仕入れ量に対する割合を
算出
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【緑茶の購入先の変化】

H26
H11

○ 消費者による緑茶の購入は、平成11年では茶専門店を含む一般小売店からが最も多かったが、
その後、スーパーからの購入等が増加。

○ 通信販売の割合も増加しており、購入元も販売店、茶商、生産者など多様化している。

６．消費市場の変化

H11及びH26
資料：総務省「全国消費実態調査」

R2
資料：農林水産省「緑茶の飲用に関する意識・
意向調査結果」より（一部改変）

15.7

48.75.2

10.9

15.1

4.4 茶専門店

スーパー

コンビニエンスストア

ドラッグストア

通信販売

その他

Ｒ２

通信販売の利用が増加。

スーパーからの
購入が増加。 7



○ お茶の消費拡大を図るため、様々な暮らしの中でお茶を楽しむ「日本茶と暮らそうプロジェ
クト」を令和３年３月30日から開始。

○ プロジェクトの一環として、観光需要が回復する機会を捉え、産地や事業者と連携して「出
かけよう、味わおう！キャンペーン」を令和５年４月25日から開始。

７．日本茶と暮らそうプロジェクト

出かけよう、味わおう！キャンペーン

全国の茶産地での茶摘み体験や、消費地も含めたお茶
の淹れ方体験、お茶の試飲会などに関する情報を発信

（※事業者からの掲載メッセージ、イベント情報は、随時受け付け）

産地やイベントの情報を
#日本茶ぐらし
#日本茶と暮らそうプロジェクト
等のハッシュタグを付けて省公式SNS等で発信。

Japan Tea Action（（公社）日本茶業中央会の取組）
と連携し、イベント情報を含め、日本茶関連情報を発信。

日本茶とほっこりする
時間をイメージ

ロゴマークの活用

（左：通常バージョン） （右：水出し茶バージョン）

日々の暮らしのなか、様々なシチュエーションで日本
茶の魅力や楽しさを消費者などに感じてもらうとともに、
日本茶の需要拡大や日本茶文化の普及活動を推進するた
めに作成。
本趣旨に賛同し使用申請書を提出することで使用可能。

■事業者からのメッセージ ■産地等におけるイベント情報

Japan Tea Actionとの連携による情報発信

2023-05-17

農林水産省では、今年の新茶シーズ
ンの本格化にあわせて「おいしい日本
茶、見つけに行こう！～出かけよう、
味わおう！キャンペーン～」を開催中で
す。
多くの人に日本茶の良さを体験しても
らうために、全国の茶産地での茶摘み
体験や、消費地も含めたお茶の淹れ
方体験、お茶の試飲会などに関する
情報を発信しています。
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８．消費の拡大（茶の機能性のPR）

○ 茶に含まれるメチル化カテキンやエピガロカテキン等の機能性成分を解明する
とともに、機能性をPRした消費拡大の取組を推進。

べにふうき
(メチル化カテキン)

○ 眼精疲労軽減効
果が期待される「ア
ントシアニン」含量
が高い。

サンルージュ
（アントシアニン）

○ 水出し緑茶は、
お湯で淹れた緑茶
に比べ、「エピガロ
カテキン（EGC）」
の割合が高く、免疫
機能の維持に期待。

（R3年度よりヒト介入試験を実施）

水出し緑茶
（エピガロカテキン）

機能性をPRした茶の消費拡大の取組

茶の機能性を消費者にＰＲする動きが活発化

機能性をPRしたパンフレット

機能性表示食品の例

【農林水産省】【茶業団体】

○ 花粉、ハウスダスト
やほこりなどによる目
や鼻の不快感を軽減さ
せることが報告されて
いる「メチル化カテキ
ン」を含む。

健康機能性
ウェブセミナー

農水省ＨＰでの
情報発信

※カテキンを機能性関与成分として
機能性表示食品の届出が行われた茶
（販売中のもの）：62件
（令和５年５月25日時点）
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